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漁
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＝
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Ｎ
Ｈ
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産
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デ
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サ
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財
務
省
は

日
、
２
０
０
８
年
度
政
府
予
算
原
案
を
内
示
し
た
。
水
産
関
係
の
総
額
は
２
３
７
１
億
４
０
０
万
円
。
前
年
度
に
比
べ
５

・
１
％
減
っ
た
。
う
ち
公
共
予
算
は
６
・
８
％
減
の
１
４
５
１
億
９
９
０
０
万
円
。
注
目
の
新
し
い
経
営
安
定
対
策
事
業
は
認
め
ら
れ
ず
、

ゼ
ロ
。
復
活
折
衝
へ
回
る
。
昨
年
に
引
き
続
き
漁
船
漁
業
構
造
改
革
事
業
に
は

億
円
つ
い
た
。
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
国
直
轄

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
は
要
求
通
り
４
億
円
。
政
府
予
算
は
大
臣
折
衝
を
経
て
、

日
閣
議
決
定
す
る
。
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も
し
物
価
が
急

上
昇
し
て
い
る
の

に
、
給
料
が
そ
の

ま
ま
だ
っ
た
ら
ど

う
し
ま
す
か
？　

し
か
も
、
こ
れ
ま

で
に
給
与
カ
ッ
ト
が
相
次

ぎ
、
生
活
費
は
切
り
詰
め
に

切
り
詰
め
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
に
、
会
社
は
な
ん
と「
給

料
凍
結
宣
言
」
を
打
ち
出
し

ま
し
た
▼
こ
ん
な
こ
と
を
さ

れ
た
ら
普
通
は
怒
る
。
し
か

し
、
同
じ
よ
う
な
状
況
が
水

産
加
工
メ
ー
カ
ー
を
襲
う
。

原
料
と
な
る
輸
入
水
産
物

（
生
鮮
・
冷
蔵
・
冷
凍
）
の
価

格
は
右
肩
上
が
り
で
上
昇
。

完
全
に
コ
ス
ト
イ
ン
フ
レ
に

転
じ
た
▼
通
関
統
計
の
水
産

物
平
均
輸
入
単
価
を
み
て

も
、
前
年
比
で
２
０
０
５
年

が
６
％
高
、

年
が

％
高
、


年
（
１
～
９
月
）
が
４
％

高
。
年
を
追
う
ご
と
に
着
実

に
上
昇
し
て
い
る
▼
し
か

し
、
こ
こ
に
き
て
大
手
・
中

堅
ス
ー
パ
ー
は
相
次
ぎ
「
価

格
凍
結
宣
言
」
を
表
明
。
そ

れ
に
と
ど
ま
ら
ず
安
売
り
を

仕
掛
け
る
ス
ー
パ
ー
さ
え
あ

る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
辞

表
を
た
た
き
つ
け
れ
ば
い
い

の
だ
ろ
う
が
、
従
業
員
を
抱

え
る
水
産
加
工
メ
ー
カ
ー
は

そ
う
は
い
か
な
い
▼
加
工
メ

ー
カ
ー
が
協
力
し
て
「
賃
上

げ
」
な
ら
ぬ
「
値
上
げ
」
交

渉
を
す
れ
ば
、
カ
ル
テ
ル
と

罰
せ
ら
れ
る
。
公
正
取
引
委

員
会
に
は
、そ
れ
よ
り
も

不

当
廉
売

に
目
を
光
ら
せ
て

ほ
し
い
。
大
手
得
意
先
に
対

す
る
中
小
加
工
メ
ー
カ
ー
の

立
場
は
、
一
般
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
と
同
じ
く
ら
い
弱
い
の
だ

か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
）

　

今
年
は
太
平
洋
岸
で
マ
サ

バ
の
水
揚
げ
が
好
調
で
あ
っ

た
。
５
０
０

前
後
の
３
歳

魚
が
ま
と
ま
っ
て
漁
獲
さ
れ

た
の
は
約

年
ぶ
り
で
あ

る
。
２
０
０
７
年
生
ま
れ
の

零
歳
魚
が
多

い
と
い
う
情

報
も
あ
り
、

関
係
者
の
間

で
は
資
源
回

復
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て

い
る
。
し
か

し
、
マ
サ
バ

太
平
洋
系
群

は
回
復
ど
こ

ろ
か
存
続
す

ら
危
う
い
状

態
で
あ
る
。

　

マ
サ
バ
の

資
源
量
は
、

歴
史
的
に
み

て
低
水
準
で

あ
る
。
１
９

９
２
年
、

年
は
卵
の
生
き

残
り
が
よ
く
、
資
源
量
は
一

時
的
に
回
復
し
た
が
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
零
歳
、
１
歳
と

い
う
未
成
魚
の
段
階
で
漁
獲

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
未
成
魚

の
乱
獲
に
よ
っ
て
、
資
源
回

復
の
芽
を
摘
ん
だ
の
で
あ

る
。

　

今
年
も
同
じ
失
敗
を
繰
り

返
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ

数
年
の
漁
獲
を
支
え
て
き
た


年
生
ま
れ
の
３
歳
魚
は
、

今
年
の

月
ま
で
に
ほ
ぼ
獲

り
尽
く
さ
れ
た
。
１
歳
魚
、

２
歳
魚
は
漁
獲
開
始
前
か
ら

数
が
少
な
く
、
現
在
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
唯
一
残
さ
れ

た
零
歳
魚
は
、
既
に
強
い
漁

獲
圧
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、


年
代
と
同
じ
よ
う
に
成
熟

前
に
獲
り
尽
く
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
。

　

早
急
に
漁
獲
枠
を
削
減
し

て
零
歳
魚
を
保
護
す
る
必
要

が
あ
る
の
だ
が
、
業
界
の
意

向
に
従
っ
て
、
水
産
庁
は


月
に
サ
バ
類
の
漁
獲
枠
を


万
㌧
か
ら

万
㌧
へ
増
枠
し

た
。
有
識
者
か
ら
成
る
水
産

政
策
審
議
会
は
増
枠
案
を
承

認
し
た
。
産
官
学
の
無
責
任

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
よ
っ

て
、
サ
バ
漁
業
は
自
壊
の
道

を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
大
量
に
水
揚
げ
さ

れ
て
い
る
零
歳
魚
を
獲
ら
ず

に
泳
が
せ
て
お
け
ば
、
３
割

が
３
歳
ま
で
生
き
残
る
。
３

歳
で
漁
獲
す
れ
ば
、
漁
獲
重

量
は
１
・
５
倍
に
な
る
し
、

重
量
当
た
り
単
価
も
上
昇
す

る
の
で
、
漁
業
収
入
は
４
倍

に
な
る
。

　

食
糧
自
給
の
観
点
か
ら

も
、
１
㌔
の
小
サ
バ
を
餌
に

し
て
１
０
０

の
養
殖
魚
を

作
る
よ
り
、
１
・
５
㌔
の
天

然
マ
サ
バ
を
獲
る
方
が
好
ま

し
い
。
生
鮮
向
け
の
サ
バ
が

供
給
さ
れ
れ
ば
、
加
工
や
流

通
な
ど
に
も
良
い
影
響
を
及

ぼ
す
し
、
鮮
魚
を
供
給
し
て

こ
そ
魚
離
れ
は
防
げ
る
は
ず

だ
。
ま
た
、
３
歳
ま
で
待
て

ば
、
少
な
く
と
も
１
回
は
産

卵
で
き
る
の
で
、
次
世
代
の

増
加
に
も
つ
な
が
る
。

　

資
源
の
持
続
性
と
漁
業
全

体
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
、

特
定
の
漁
業
者
が
短
期
的
な

経
済
利
益
を
得
て
い
る
現
状

は
、
ま
さ
に
不
合
理
漁
獲
の

見
本
で
あ
る
。
零
歳
魚
を
乱

獲
し
て
い
る
大
臣
許
可
漁
業

は
税
金
で
手
厚
く
保
護
さ
れ

て
い
る
。
回
復
計
画
の
休
漁

補
償
金
と
し
て
公
金
を

億

円
も
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま

た
、
税
金
で
新
し
い
漁
船
を

建
造
す
る
計
画
も
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
で
は
税
金
で
乱
獲

を
推
進
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

　

サ
バ
は
乱
獲
に
強
い
魚
で

は
な
い
。
北
海
の
サ
バ
資
源

は
乱
獲
に
よ
っ
て

年
に
漁

業
が
消
滅
し
た
。
そ
の
後
は

漁
獲
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
が
、
健
全
だ
っ
た
時
代
の

３
％
程
度
の
資
源
量
か
ら
回

復
し
な
い
。
乱
獲
に
よ
っ
て

資
源
の
回
復
力
が
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
、
欧

州
の
サ
バ
研
究
者
の
共
通
認

識
で
あ
る
。

　


年
代
以
降
の
日
本
の
マ

サ
バ
の
高
い
生
産
力
は
、
餌

で
あ
る
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
が

豊
富
に
あ
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
近
年
、
カ
タ

ク
チ
イ
ワ
シ
の
資
源
量
に
は

陰
り
が
見
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
が

減
少
す
れ
ば
、
日
本
の
サ
バ

は
北
海
の
サ
バ
と
同
じ
運
命

を
た
ど
る
だ
ろ
う
。

海
洋
研
究
開
発

機
構
が
統
合
へ

防
災
科
学
技
研
と

　

渡
海
紀
三
朗
文
部
科
学
相

は

日
、
町
村
信
孝
官
房
長

官
と
独
立
行
政
法
人
改
革
に

関
す
る
閣
僚
折
衝
を
行
い
、

海
洋
研
究
開
発
機
構
と
防
災

科
学
技
術
研
究
所
の
統
合
を

受
け
入
れ
る
意
向
を
表
明
し

た
。

日
の
閣
議
で
決
定
す

る
見
通
し
。

　

こ
れ
ま
で
行
政
改
革
推
進

本
部
が
進
め
る
独
立
行
政
法

人
整
理
合
理
化
計
画
な
ど
で

両
独
立
行
政
法
人
の
統
合
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な

く
、
突
然
の
統
合
と
な
る
も

よ
う
。
統
合
後
の
組
織
・
業

務
形
態
な
ど
は
未
定
だ
。

　


年
度
予
算
の
柱
は
①
水

産
資
源
の
回
復
・
管
理
の
推

進
②
経
営
体
の
育
成
・
確
保

と
活
力
あ
る
漁
業
就
業
構
造

の
確
立
③
加
工
・
流
通
・
消

費
対
策
や
未
来
を
切
り
拓
く

新
技
術
の
開
発
④
漁
港
・
漁

場
・
漁
村
の
総
合
的
整
備
・

多
面
的
機
能
―
の
４
つ
。

　

目
玉
事
業
で
、
漁
業
共
済

の
仕
組
み
を
活
用
し
た
新
経

営
安
定
対
策
は
内
示
額
ゼ
ロ

と
な
っ
た
。

　

①
で
は
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
沿
岸
漁
場
環
境
へ
の
影

響
評
価
な
ど
に
新
規
１
億

円
、
資
源
調
査
・
資
源
管
理

の
着
実
な
推
進
に

億
円
、

ト
ド
・
大
型
ク
ラ
ゲ
な
ど
有

害
生
物
出
現
な
ど
に
対
応
し

た
漁
場
環
境
の

保

全
に

９
億

円
、
持
続
的
な

養
殖
生
産
の
推

進
に
２
億
円
。

マ
グ
ロ
資
源
の

持
続
的
利
用
の

推
進
に
新
規
４

億
円
、
メ
バ
チ

マ
グ
ロ
の
新
規

漁
場
開
拓
、
養

殖
用
マ
グ
ロ
種

苗
生
産
の
安
定

供
給
な
ど
を
図

る
。

　

②
で
は
、
地

域
漁
業
担
い
手
育
成
・
確
保

対
策
に
新
規
４
億
円
、
水
産

高
校
な
ど
を
中
心
と
し
た
地

域
の
担
い
手
育
成
に
新
規
１

億
円
、
内
水
面
漁
業
・
作
り

育
て
る
漁
業
の
振
興
に

億

円
。
漁
船
漁
業
構
造
改
革
の

推
進
と
し
て
昨
年
同
様

億

円
。
系
統
改
革
の
推
進
と
し

て
漁
協
経
営
改
革
支
援
事
業

に
新
規
１
億
円
、
再
建
計
画

に
取
り
組
む
漁
協
に
機
関
保

証
・
保
険
、
求
償
権
償
却
引

当
て
経
費
へ
の
助
成
な
ど
を

支
援
す
る
。

　

③
で
は
、
市
場
統
廃
合
に

よ
る
価
格
形
成
機
能
の
強

化
に

億
円
、
産
地
取
引
の

推
進
な
ど
に
よ
る
流
通
コ

ス
ト
の
低
減
に
５
億
円
、
国

際
化
に
対
応
し
た
流
通
拠
点

整
備
に
９
８
８
億
円
（
内

数
）
、
ウ
ナ
ギ
と
イ
セ
エ
ビ

の
種
苗
生
産
技
術
開
発
に
２

億
円
。

　

④
で
は
、
水
産
資
源
の
増

殖
推
進
と
生
育
環
境
の
保
全

に
４
億
円
、
安
全
で
活
力
あ

る
漁
村
の
形
成
に
２
４
１
億

円
、
多
面
的
機
能
の
促
進
に


億
円
と
し
て
い
る
。

　

財
務
省
は

日
、
２
０
０

７
年
度
補
正
予
算
案
を
提
示

し
た
。
水
産
関
係
は
、
漁
業

者
か
ら
切
望
さ
れ
て
い
た
燃

油
高
騰
対
策
に
対
し
１
０
１

億
５
０
０
０
万
円
。

　

そ
の
他
、
災
害
復
旧
等
事

業
費

億
４
１
０
０
万
円
、

鯨
類
捕
獲
調
査
緊
急
対
策
３

億
７
０
０
０
万
円
、
さ
け
・

ま
す
漁
業
協
力
事
業
費
補

助
金
１
億
７
０
０
０
万
円
、

防
災
対
策
の
一
般
公
共
事

業
関
係
費
３
３
０
０
万
円

だ
。

　

宝
幸
の
末
澤
壽
一
社
長
は


日
の
年
末
会
見
で
、
こ
の

１
年
取
り
組
ん
で
き
た
「
改

善
・
改
革
が
着
実
に
実
を
結

ん
で
き
て
い
る
」
と
の
見
方

を
示
し
た
。
チ
ー
ズ
の
原
料

高
騰
に
対
応
し
た

新
チ
ー

ズ

を
投
入
す
る
。

　

末
澤
社
長
は
、
「
変
化
の

多
い
１
年
」
と
し
な
が
ら
も

「
楽
し
み
も
あ
っ
た
１
年
」

と
今
年
を
振
り
返
っ
た
。
特

に
集
中
と
選
択
な
ど
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
「
良
い
結
果

を
残
せ
た
」
と
総
括
。

　

原
料
高
騰
に
つ
い
て
末
澤

社
長
は
「
条
件
は
皆
一
緒
」

と
し
、
「
臨
機
応
変
に
対
応

で
き
た
」
と
語
る
と
と
も
に

「
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。
力
を

注
ぐ
末
端
営
業
で
「
全
社
員

に
落
と
し
込
み
が
で
き
た
」

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
「
数

字
と
し
て
表
れ
て
く
る
」
と

の
見
方
を
示
し
た
。

　

業
績
に
つ
い
て
末
澤
社
長

は
「
上
期
で
売
上
高
は
１
０

２
％
、
最
終
利
益
は
マ
イ
ナ

ス
１
億
２
０
０
０
万
円
」
と

説
明
。
通
期
見
通
し
で
は
売

上
高
を
１
０
１
％
の
４
０
５

億
円
と
予
想
、
「
３
年
た
っ

て
よ
う
や
く
利
益
は
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
か
プ
ラ
ス
に

な
れ
る
」
と
語
り
、「
苦
し
い

３
年
間
だ
っ
た
が
改
善
・
改

革
が
着
実
に
実
っ
て
き
た
」

と
し
て
い
る
。

　

原
料
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
高
騰
に
対
応
し
投
入
す
る

業
務
用
の

新
チ
ー
ズ

は
、

全
く
新
し
い
タ
イ
プ
、
新
し

い
ジ
ャ
ン
ル
の
製
品
。
新
ブ

ラ
ン
ド
で
立
ち
上
げ
る
。
お

披
露
目
は
１
月

、

日
に

日
本
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
が
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
行
う

年

商
品
・
販
促
説
明
会
。
宝
幸

ブ
ー
ス
の
メ
ー
ン
ア
イ
テ
ム

と
し
て
紹
介
。
既
に
ユ
ー
ザ

ー
に
は
提
案
し
て
お
り
、
確

か
な
手
応
え
を
つ
か
ん
で
い

る
よ
う
だ
。


